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 F-アクチン結合タンパクであるユートロフィンのアクチン結合部位（UtrCH）に GFP を結合
した蛍光プローブタンパク（GFP-UtrCH）の cRNA を合成し、マウス成熟卵に注入して発現さ
せた。共焦点顕微鏡を用いた GFP-UtrCH の蛍光観察により、未受精卵での細胞膜付近への F-
アクチンの局在や染色体付近の細胞膜への集積（アクチンキャップ）、および受精後の F-アクチ
ンの再構成の過程を経時的に追跡することができた。 








作用は PKCや CaMを介さないことが示唆された。 
 
